
学会名

演題名

発表者

内容

本研究では、マトリックス支援レーザー脱離イオン化-イメージング質量分析における、オレフィン化合物の

検出感度に及ぼすAg+アダクト形成の影響を、植物組織の主なオレフィン化合物の一種であるオレイン酸、

リノール酸、リノレン酸、およびその関連代謝産物である12-オキソ-フィトジエン酸の標準品を用いて調べ

た。その結果、Ag+アダクトを形成させることで、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、および12-オキ

ソ-フィトジエン酸のポジティブモードにおける検出感度が向上することが示唆された。
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